
主
な
報
告
内
容 

 
 ① 

利
用
登
録
団
体
数
は
６
６

７
団
体
と
な
り
、
利
用
者
数

も
２
万
２
千
人
以
上
、
利
用

率
も

90
％
以
上
と
安
定
し

た
数
字
を
こ
こ
数
年
残
し

て
い
る
。 

② 

「
サ
ロ
ン
文
化
の
創
造
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
実
現
す
る

た
め
に
、
技
術
集
団
「
や
ま

ゆ
り
テ
ッ
ク
」
が
う
ま
れ
、

音
響
・
照
明
な
ど
舞
台
演
出

を
担
当
。
新
た
に
ミ
ニ
劇
場

的
な
活
用
も
増
え
て
き
た
。 

③ 

委
託
事
業
と
し
て
「
寺
子
屋

事
業
」
を
栗
木
台
小
学
校

で
、
市
民
館
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
三
者
連
携
し
て
「
市

民
活
動
団
体
検
索
サ
イ
ト
」

を
開
始
し
た
。 

④ 

麻
生
区
の
花
「
ヤ
マ
ユ
リ
」

を
冠
に
頂
い
て
い
る
の
で
、

同
館
の
周
囲
に
「
や
ま
ゆ

り
」
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と

い
う
夢
が
あ
っ
た
が
、
「
ヤ

マ
ユ
リ
で
い
っ
ぱ
い
の
会
」

が
見
事
に
花
を
咲
か
せ
た
。 

⑤ 

日
々
の
運
営
を
担
当
す
る

ス
タ
ッ
フ
は
52
名
と
な
り
、

今
年
も
９
月
に
公
募
を
行

い
、
新
た
な
仲
間
を
募
る
予

定
と
し
て
い
る
。
ま
た
プ
レ

ミ
ア
ム
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
、

都
度
、
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ
た
。 

  

こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、

川
崎
市
で
６
番
目
の
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
、
支
援
い
た
だ

く
会
員
は
１
８
５
名
と
な
っ

た
。 

 
「
あ
な
た
の
書
く
力
は
地
域

を
動
か
す
力
」
が
あ
り
ま
す

と
、
活
動
を
支
援
す
る
「
あ
さ

お
区
民
記
者
ク
ラ
ブ
」
も
取
材

対
象
を
区
民
記
者
に
伝
え
て
い

た
だ
く
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

  

こ
の
よ
う
に
し
て
、
区
民
の

力
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

同
館
の
運
営
に
、
な
お
、
一
層

の
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

理
事
長 

植
木
昌
昭 

川崎市麻生区市民活動支援施設 

麻生市民交流館やまゆり  

認定NPO法人あさお市民活動サポートセンター 

発行元 認定NPO法人あさお市民活動サポートセンター 

TEL.044-951-6321 FAX.044-951-6467 

発行人：植木昌昭  編集人：佐々木直子

平成29年度麻生区地域課題対応事業 

あ
っ
と
い
う
ま
に
、
開
館

周
年
に 

麻
生
市
民
交
流
館
や
ま
ゆ
り
（
以
下
「
や
ま
ゆ
り
」
）
は
平
成
29
年
４
月
に

開
館
10
周
年
を
迎
え
た
。
同
館
を
管
理
運
営
す
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ

お
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
５
月

20
日
（
土
）
に
総
会
を
実
施

し
、
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
正
会
員
の
皆
様
に
、
平
成
28
年
度

の
活
動
内
容
と
29
年
度
の
活
動
計
画
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

目
次 

Ａ 

安
心
・
安
全 

 

緑
萌
え
て
も
犯
罪
、事
故
に
は 

 
 

要
注
意 

 
 

 
 
 

 
 

 

P2 

Ｓ 

サ
プ
ラ
イ
ズ 

 

水
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
！ 

 
 

「 

巨
大
ト
ン
ネ
ル
」  

 
 
 
  
 

P2 

Ａ 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト 

 

笑
い
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い 

P3 

Ｏ 

お
も
し
ろ
話 

 

早
野
の
龍
ヶ
谷
池 

 
 
 

 
 

P3 

●
や
ま
ゆ
り
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

平
成
29
年
度
「 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 

活
動
支
援
事
業
」
決
定 

 
 

 

P4 

年度 
会議室（回数） 印刷（枚数） 利用者数 利用登録 

平日（夜間） 土日・祝 製版 印刷 （人数） （団体数） 

28 1,222(359) 456 5,357 760,851 22,347 667 

27 1,254(379) 458 5,639 865,167 21,963 647 

26 1,223(372) 463 5,967 918,786 23,250 619 

25 1,089(236) 397 6,908 1,014,658 22,125 596 

24 1,016(181) 340 5,405 945,540 21,309 576 

23 1,022(158) 359 5,212 952,152 20,813 542 

22 946(149) 336 5,074 930,486 20,185 510 

21 935( 96) 316 5,299 964,275 18,897 466 

20 874(118) 149 5,212 802,303 16,821 421 

や
ま
ゆ
り
利
用
実
績
の
推
移 
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４
月
の
入
学
、
入
社
な
ど
か
ら

２
ヶ
月
。
慣
れ
か
ら
気
の
緩
む
頃
だ

が
、
麻
生
警
察
署
松
尾
生
活
安
全
課
長

と
交
通
課
交
通
安
全
担
当
田
中
さ
ん
に

留
意
点
を
伺
っ
た
。 

 

●
振
り
込
め
詐
欺
は
留
守
番
電
話
で
撃
退 

 

「
振
り
込
め
詐
欺
は
依
然
多
い
。
予

防
に
は
留
守
番
電
話
に
し
、
電
話
に
出

な
い
の
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
犯
人

が
現
金
化
で
き
な
い
よ
う
、
金
融
機
関

と
協
力
し
多
額
の
預
金
引
出
し
は
小
切

手
を
利
用
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。
『
麻
生
セ
ー
フ
テ
ィ
メ
ー
ル
』
で

も
情
報
提
供
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。(

注
１) 

●
小
学
校
入
学
前
後
に
安
全
教
育
を 

 

統
計
で
は
歩
行
中
の
交
通
事
故
死
傷

者
数
は
①
７
歳
児
が
突
出
し
て
多
い(

ほ

か
の
年
齢
の
２
～
２
・
５
倍)

。 

②
小
学
校
入
学
か
ら
登
下
校
時
の
事
故

が
増
加
す
る
が
、
登
下
校
時
以
外
も
７

歳
児
の
事
故
が
最
も
多
い
（
注
２
）
。 

③
そ
の
た
め
、
入
学
ま
で
に
よ
く
指
導

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
、
と
さ
れ
て
い

る
。 

 

麻
生
警
察
署
管
内
で
も
同
様
の
傾
向

が
あ
り
、
小
学
校
入
学
ま
で
の
安
全
教

育
が
重
要
だ
が
、
そ
の
際
、
以
下
の
点

に
気
を
つ
け
て
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

(

１)
 

通
学
路
を
親
子
で
歩
き
、
親
の
視

界
で
な
く
子
ど
も
の
視
界
で
見
え
る
も

 

柿
生
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
鶴
見
川
沿
い

に
あ
る
「
恩
廻
公
園
調
節
池
」
に
は
、

ビ
ル
15
階
に
相
当
す
る
地
下
に
、
断
面

積
が
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
よ
り
も
大

き
い
総
延
長
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
巨

大
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
？ 

 

貯
水
量
は
約
11
万
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
こ
れ
は
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
約

３
３
０
杯
分
に
相
当
す
る
。 

 

近
年
、
鶴
見
川
流
域
周
辺
の
宅
地
開

発
な
ど
が
進
ん
だ
た
め
に
、
地
表
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
て
、
大
雨

が
降
る
と
雨
水
は
一
気
に
鶴
見
川
に
流

れ
込
み
、
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
１
９
８
９
年 

 
に
流
域
を
洪
水
の
被
害
か
ら
守
る
た

め
「
鶴
見
川
新
流
域
整
備
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
１
９
９
３
年
か

ら
２
０
０
３
年
ま
で
10
年
の
歳

月
を
掛
け
て
「
恩
廻
公
園
調
節

 

緑
萌
え
て
も
犯
罪
、
事
故
に
は
要
注
意 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

仲
原 

照
男 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

上
治 

信
義 

恩廻公園調節池の全景 

（写真提供：神奈川県川崎治水センター） 

の
、
見
え
な
い
も
の
に
気
を
つ
け
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
指
導
す
る
。 

(

２)
 

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
周

り
を
確
認
し
て
。
ま
た
、
右
折
、
左
折

の
車
だ
け
で
な
く
直
進
車
に
も
注
意
す

る
。 

 

麻
生
区
は
治
安
が
良
い
と
い
わ
れ
る

が
、
痴
漢
、
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
が
多

く
発
生
し
て
い
る
と
い
う
。
警
察
も
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
安

全
、
安
心
な
地
域
に
し
た
い
も
の
で
あ

る
。 

水
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
！
「 

巨
大
ト
ン
ネ
ル
」 

池
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
１
時

間
に
60
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
雨
（
お
お

よ
そ
10
年
に
１
度
の
確
率
）
が
降
っ
て

も
氾
濫
が
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

堤
防
を
越
え
た
洪
水
は
取
水
庭
に
流

れ
込
み
、
流
木
や
大
き
な
ゴ
ミ
な
ど
を

取
り
除
く
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
り
、
ト
ン

ネ
ル
に
通
じ
る
流
入
水
路
に
入
っ
て
、

立
坑
を
流
れ
落
ち
て
ト
ン
ネ
ル
に
貯
留

さ
れ
る
。
溜
ま
っ
た
雨
水
は
洪
水
後
に

ポ
ン
プ
で
鶴
見
川
に
排
水
さ
れ
る
。 

 

２
０
０
８
年
８
月
の
大
雨
の
と
き
に

は
、
堤
防
を
越
え
て
雨
水
が
ト
ン
ネ
ル

に
流
入
し
氾
濫
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。 

 

管
理
棟
１
階
に
は
、
展
示
室
が
あ
り

恩
廻
公
園
調
節
池
の
構
造
や
鶴
見
川
周

辺
の
自
然
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

（
月
曜
日
と
年
末
年
始
は
休
館
） 

(

注
１)  

麻
生
セ
ー
フ
テ
ィ
メ
ー
ル
：麻
生
区
役
所
か
ら
、

ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
犯
罪
、
火
災
、
災
害
な

ど
の
情
報
を
無
料(
通
信
料
金
は
有
料)

で
配

信
す
る
シ
ス
テ
ム
。
登
録
は 

①
空
メ
ー
ル
を 

j-entry@
k-

m
ail.kikikanri.city.kaw

asaki.jp

へ
送
信 

②
登
録
先
の
ロ
グ
イ

ンID

、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
記
載
の

あ
る
メ
ー
ル
が
届
く 

③
氏

名
等
必
要
事
項
を
記
載
し

②
に
返
信
。 

以
上
で
登
録
終
了
。 

(

注
２)  

平
成
23

年
～
27

年
の
全

国
デ
ー
タ
。
公
益
財
団
法

人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ

ン
タ
ー
「 

交
通
事
故
分
析
レ

ポ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．
１
１
６
」(

平
成

28

年
６
月
発
行)

か
ら
抜

粋
。 

DATA 

麻生警察署 

連絡先：Tel.044-951-0110(代表) 

所在地：川崎市麻生区古沢86-1 

恩廻(おんまわし)公園調節池の巨大トンネル 

高さ16.5m、横幅15.4m 

（写真提供：神奈川県川崎治水センター） 



 

麻
生
に
は
い
く
つ
か
の
面
白
い
民
話

が
あ
る
。
鶴
見
川
に
ま
つ
わ
る
「
河
童

の
詫
び
証
文
」
は
本
紙
（
２
０
１
２
年

４
月
号
）
で
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
早

野
に
あ
る
「
龍
ヶ
谷
池
」
に
ま
つ
わ
る

伝
説
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

昔
む
か
し
、
里
に
父
親
と
娘
が
住
ん

で
い
た
。
娘
は
、
村
で
評
判
の
き
り
ょ

う
よ
し
だ
っ
た
。
娘
は
あ
る
日
、
山
で

蛇
が
ウ
サ
ギ
を
呑
み
こ
も
う
と
し
て
い

る
の
を
見
て
「
わ
た
し
を
あ
げ
る
か
ら

ウ
サ
ギ
を
助
け
て
」
と
頼
ん
だ
。
助

か
っ
た
ウ
サ
ギ
は
喜
ん
で
山
に
帰
っ
て

い
っ
た
。 

 

父
親
も
、
畑
で
蛇
が
カ
エ
ル
を
呑
み

こ
も
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
「
な
ん

で
も
や
る
か
ら
ゆ
る
し
て
や
れ
」
と
頼

ん
だ
。
蛇
は
「
じ
ゃ
、
お
ま
え
の
娘
を

く
れ
」
と
返
し
た
。
父
親
は
、
ま
さ
か

蛇
が
娘
を
持
っ
て
い
き
は
し
ま
い
と

思
っ
た
の
で
「
あ
あ
、
い
い
さ
」
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
晩
、
家
の
戸

を
ト
ン
ト
ン
と
た
た
く
者
が
い
た
。
親

が
出
て
み
る
と
、
若
い
男
が
立
っ
て
い

て
「
約
束
ど
お
り
、
娘
を
も
ら
い
に
き

た
。
よ
こ
せ
」
と
言
う
。
父
親
は

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
、
七
日
間
だ 

 
け
待
っ
て
く
れ
」
と
言
い
、
帰
っ
て 

 
も
ら
っ
た
。
七
日
が
過
ぎ
る
と
、
ま

た
、
戸
を
た
た
く
音
が
し
た
。
戸
を

開
け
る
と
、
龍
が
立
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。
驚
い
た
父
親
は
「
だ

め
だ
」
と
言
っ
て
戸
を
か
た
く
閉

早
野
の
龍
ヶ
谷
池

り
ゅ
う
が
や
と
の
い
け 

め
た
。
少
し
た
つ
と
、
外
で
ド
タ
ン
バ
タ

ン
と
大
き
く
激
し
い
音
が
し
た
。
娘
と
父

親
は
、
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
生
き
た
気

持
ち
も
せ
ず
震
え
て
い
た
が
、
そ
の
う

ち
、
も
の
音
が
静
か
に
な
っ
た
。
「
は

て
…
」
と
思
っ
た
娘
と
父
親
が
、
お
そ
る

お
そ
る
外
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
血
だ
ら

け
に
な
っ
て
死
ん
で
い
る
龍
が
い
て
、
そ

の
周
り
を
た
く
さ
ん
の
ウ
サ
ギ
が
飛
び

回
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
龍
を
か
わ
い
そ

う
に
思
っ
た
娘
と
父
親
は
、
龍
を
て
い
ね

い
に
葬
っ
て
や
っ
た
。
そ
こ
に
水
が
溜

ま
っ
て
池
が
で
き
た
。
そ
れ
が
「
龍
ヶ
谷

池
」
だ
と
さ
。
（注
） 

 

早
野
に
は
、
七
つ
の
池
が
あ
る
が
、
も

と
も
と
は
、
水
を
溜
め
、
田
畑
に
利
用
す

る
た
め
に
造
ら
れ
た
池
と
さ
れ
て
い
る
。 
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笑
い
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

佐
藤 

次
郎 

マ
ッ
キ
ー
（
左
）
と
ウ
メ
ッ
チ
の
熱
演
。 

必
ず
盛
り
込
む
地
域
ネ
タ
は
い
つ
も
大
受
け
だ
。 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

石
﨑 

純
也 

池の波紋に、もしや龍が…、と思いを馳せるのも、

むかし話のふしぎな力 

朝
の
公
園
に
二
つ
の
人
影
。
聞
こ

え
て
く
る
の
は
軽
妙
な
や
り
取
り
。
ア

マ
チ
ュ
ア
漫
才
コ
ン
ビ
「
ザ
・
シ
ョ
ウ
マ

ン
Ｕ
＆
Ｍ
」
の
練
習
風
景
だ
。
こ
う
し
て

磨
い
た
芸
を
、
麻
生
区
を
は
じ
め
と
す

る
川
崎
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で
披
露

し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
が
ら
、
引
く
手
あ
ま
た
で
大
忙
し

の
活
動
を
支
え
て
い

る
の
は
「
笑
い
で
地

域
を
元
気
に
」
の
思

い
だ
。 

 

マ
ッ
キ
ー
こ
と
牧

野
克
己
さ
ん
（
多
摩

区
在
住
）
と
、
ウ
メ
ッ

チ
こ
と
梅
本
誠
さ
ん

（
川
崎
区
在
住
）
。
高

校
時
代
に
落
語
家
を

志
し
た
こ
と
も
あ
る

マ
ッ
キ
ー
が
会
社
勤
め
を
終
え
た
後
、

２
０
１
３
年
に
コ
ン
ビ
を
結
成
し
て
翌

年
デ
ビ
ュ
ー
し
、
２
年
前
か
ら
は
ウ

メ
ッ
チ
が
二
代
目
の
相
方
と
な
っ
た
。

台
本
も
書
く
ウ
メ
ッ
チ
の
本
業
は
行
政

書
士
。
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
双
方
の

中
間
地
点
で
あ
る
高
津
区
の
公
園
で
練

習
に
励
み
、
市
内
の
高
齢
者
施
設
、
学
校

や
商
店
街
、
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
の
会
な

ど
で
幅
広
く
公
演
活
動
を
続
け
て
き
た
。

演
目
は
20
ほ
ど
あ
る
が
、
演
じ
る
場
所

に
応
じ
て
下
調
べ
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
ネ
タ
を
盛
り
込
む
。
最
初
に
施
設

公
演
を
行
っ
た
麻
生
区
と
の
縁
も
深
い
。

仲
間
と
結
成
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集

団
「
川
崎
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
」
（
別
掲
）
も

活
発
に
活
動
中
だ
。 

 

「
笑
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

非
常
に
円
滑
に
す
る
」
と
は
ウ
メ
ッ
チ

が
常
々
感
じ
る
こ
と
。
若
年
認
知
症
患

者
の
集
ま
り
で
「
観
客
の
方
か
ら
、
こ
ん

な
に
笑
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
と
、
涙
を

流
し
て
握
手
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
」
と
感

激
の
思
い
出
を
語
る

の
は
マ
ッ
キ
ー
。「
笑

え
ば
人
は
幸
せ
に
な

る
」
と
実
感
し
つ
つ
、

あ
ち
こ
ち
に
幸
せ
を

配
り
に
行
く
日
々
だ
。 

●川崎セブンスター 
ザ・ショウマンＵ＆Ｍが麻生区のデイサービス施

設で公演したとき、仲間の演者に声をかけたこ

とから誕生。川崎７区を星のように輝かせたい

と名づけた「川崎セブンスター」には漫才のほ

か、歌謡ショー、フラダンス、講談、腹話術、民話

朗読、手品の演者がおり、高齢者施設訪問を

中心に活動している。この４月には初の一般公

演を麻生市民交流館やまゆりで開催した。 

代表は梅本誠さん。川崎セブンスター、ショウ

マンとも問い合わせは以下へ。 

Tel.090-8496-8452 

Mail plum.tree417@gmail.com 

（注）参考：早野郷土誌「七つの池とともに～ふるさと早野を語る～」 



【開館日】 

【アクセス】 

 小田急線「新百合ヶ丘駅」 

 南口から徒歩４分 

【ホームページ】 

 http://web-asao.jp/yamayuri/ 

区民による、区民のための 

情報発信を目的に活動。 

区民記者は「やまゆりニュース」掲載記事の企画構

成・取材撮影を担当しています。過去の取材記事は

ホームページに掲載しています。 

http://www.asao-ku.net/yamayuri-news.html 

●区民記者＆サポートメンバー募集中！ 詳しくは 

info@asao-ku .netにお問い合わせください 

平
成
29
年
度
「 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
」
決
定 

●
ふ
ら
っ
と
親
子
で 

 
 

新
百
合
ヶ
丘
を
楽
し
も
う
！ 

新
百
合
ヶ
丘
は
利
便
性
が
よ
く
、お
出
か

け
も
新
宿
や
横
浜
へ
す
ぐ
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、日
常
生
活
だ
け
で
は
、

麻
生
区
に
住
ん
で
い
て
も
な
か
な
か
街

と
繋
が
る
こ
と
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。

街
を
好
き
に
な
る
た
め
に
は
、ま
ず
は
自

分
の
街
を
知
る
こ
と
。 

麻
生
区
、麻
生
区

近
郊
に
住
む
街
の
方
や
農
家
の
方
に
教

え
て
頂
き
な
が
ら
、

親
子
で
楽
し
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
農
育
・ 

食

育
を
育
む
こ
と
も

大
切
に
、街
の
魅

力
を
再
発
見
し
て

い
く
。 

●
「 

心
に
星
を
」 

 
 

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
祭
り 

障
が
い
者
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
個
性
と

共
生
で
き
る
心
を
育
も
う 

！ 

こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
活
動
し
て
い
る
「 

心
の

星
を
」
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
活
動

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

を
、８
月
20
日
（ 

日
）
10
時
～
17
時
に

「 

や
ま
ゆ
り
」で
開
催
す
る
。
１
階
で
は
午

前
中
に
映
画
上
映
「 

銀
河
の
雫
（  

山
元

加
津
子
監
督
）」
、午
後
は
「 

あ
ら
ら
企

画
」
「
か
な
り
あ
合

唱
団
」
「 

川
崎
セ
ブ

ン
ス
タ
ー
」
な
ど
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
２
階
で
は
、３
つ

の
親
子
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。 

●
お
も
ち
ゃ
と
遊
び
で 

 
 

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

お
も
ち
ゃ
作
り
と
遊
び
を
通
じ
て
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
世
代
間
を
超
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
を
図
り
、

こ
れ
を
地
域
の
人
々
に
広
め
て
行
き
ま

す
。
手
は
脳
の
一
部
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
手
を
使
っ
て
も
の
つ
く
り
を
す
る

こ
と
は
、
子
と
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、伝
統
的
な

遊
び
や
表
現
遊
び
を
学
ぶ
こ
と
は
、日

本
古
来
の
文
化
に
触
れ
、遊
び
の
持
つ

効
能
や
必
要
性
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が

り

ま

す
。
７
月

30
日
（ 

土
）「 

や

ま
ゆ
り
」
で
第
１

回
「 

お
も
ち
ゃ

と

遊

び

ま

つ

り
」
を
開
催
。 

●
そ
う
だ
！
「 
は
な
も
も
」
へ 

 
 

行
こ
う 

２
０
１
７ 

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
、誰
で
も
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
。 
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
達
と
の
交
流
と
笑
顔

を
地
域
に
拡
げ
、多
く
の
人
た
ち
に
参

加
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
。 

対
象
者
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な
た

で
も
。 

ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
の
お
し
ゃ
べ
り

（ 

月
～
金
10

時
～

16

時
）・囲
碁
、将
棋
、

麻
雀
（ 

週
１
回
）・絵

手
紙
（ 

月
２
回
）な

ど
を
開
催
、季
節
に

対
応
し
た
イ
ベ
ン
ト
、

認
知
症
学
習
会
な

ど
も
開
催
。 

●
ダ
ン
ス
・ 

演
劇
・ 

音
楽
の 

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
舞
台
公
演 

麻
生
区
に
拠
点
を
置
く
舞
台
芸
術
集
団

「 

山
猫
団
」の
演
出
・指
導
の
も
と
、チ
ン

ド
ン
屋
さ
ん
の
「 

ジ
ュ
ン
マ
キ
堂
」
と
一

緒
に
、公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
と
と
も
に
、

ダ
ン
ス
・演
劇
・音
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経
て
舞
台
公
演
を
上

演
す
る
。舞
台
芸
術
に
関
わ
る
プ
ロ
と
市

民
が
共
に
一
つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る

体
験
を
通
じ
て
、地
域
へ
の
芸
術
文
化

の
普
及
を
目
的
と
す
る
。 

上
演
は 

２

０
１
８
年 

３
月
、岡
上

公
会
堂
を

予
定
。 

●
平
和
を
願
い
、
実
現
す
る
た
め
の 

 
 

集
い 麻

生
区
の
住
民
、と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち

に
、平
和
の
尊
さ
を
伝
え
、平
和
を
維
持

す
る
こ
と
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
若
者
を

育
て
て
い
き
た
い
。と
り
わ
け
、生
存
し
て

い
る
被
ば
く
体
験
者
の
話
を
、直
接
、若

者
た
ち
に
伝
え
、核
兵
器
の
な
い
世
界
を

創
る
こ
と
の
大
切
さ
を
共
有
し
た
い
。 

８
月
26
日
（ 

土
） 

27
日
（ 

日
）「 

や
ま

ゆ
り
」
で
開
催
。
原
爆

写
真
の
パ
ネ
ル
展
示

と
解
説
、折
り
鶴
を
つ

く
る
共
同
作
業
、ア
ニ

メ
映
画
上
映
会
、朗

読
劇
、講
演
会
な
ど

を
展
開
し
、お
お
く
の

人
と
交
流
し
た
い
。 

おもちゃと遊びの会 「心に星を」市民プロジェクト 

平和を願う会 グループ とも 

山猫団 ふらっと新百合ヶ丘 

「
麻
生
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
」

の
審
査
会
が
あ
り
、
６
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

吉田幸雄さん 成澤布美子さん 

萩坂心一さん 石井栄子さん 

長井江里奈さん 中村ふみよさん 
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